
なんでしよう。この美しいフオルム

千葉工業大学が開発した CanguRoです。

千葉工業大学未来ロボット技術研究センター (ru R())が |り ‖発し

た次世代モビリテイー「CanguRo(カ ングーロ)」 が 1可 1際 デザイン

賞コンテストでプラチナ賞受賞。

「機械 と人間の新しい関係」として注目されていますで,
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千葉工業大学が開発 した次世代モビリティー 「CanguRo(カ ングーロ)」

「CanguRo(カ ングーロ)」 はイタリア語で「カンガルー」。

乗り物とロボットとの融合を目指す「RidRoid」 (ライドロイド)シ リーズと位

置づけられています。
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RidRoid ロイドモード (ロボット)

RidRoid ライドモード (乗り物)

千葉工業大学未来ロボット技術研究センター (fuRo)がイングストリアルデザイナーの山

中俊治氏とともに開発したのが「CanguRo(カ ングーロ)」 です。

fuRoの 古田貴之所長は「パーソナルモビリティーを超えた真の人機一体・Al日寺代の人間

のパートナー」と語っています。
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RidRoid:シ ーンに応じて変形

生活を支援する“パートナー"

・買い物支援 (“ 自走式カート")

・呼ぶとやって来る
。“相棒 "

AL知能化技術で “魅せる"

乗り物として、走る爽快感

。人機一体の操作感
。身体拡張機能

走りとロボット技術で “魅せる"

する「未来のパートナー』
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